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森林にはいろいろな昆虫類が住んでいる。しかし、林相によって種は異なる。例えば広葉樹林と針

集樹林、あるいは針菓樹林の中でもマツ林とスギやヒノキ林では生息している昆虫類やその種の構成

がちがう。スギ、ヒノキ林にはスギカミキリ、スギノアカネトラカミキリ、ヒノキカワモグリガ等の

穿孔性害虫が多いし、マツ林にはこうした種はいないかわりに松くい虫と呼ばれる昆虫類が優占種と

なる。

このように森林にはいろいろな昆虫類が生息しているにもかかわらず、これを詳しく報じた報告書

は少ない。林相別の昆虫類を把握すればその林分の害虫類をチェックできるし、その地域の昆虫相の

究明にも役立つので、機会があれば調査しておく必要があるであろう。

筆者はかってマツノザィセンチュウによるマツの枯損被書を防ぐため、松くい虫誘引剤を使用して

マツノマダラカミキリの誘殺試験を行った。この時、マツノマダラカミキリ以外にも多数の昆虫類が

誘引されたので、これらの種をチェックし、さらに詳しい誘引概要を把握するため、昭和59～ 60年

には誘引された全昆虫類を採集して種類及び誘引時期等を調査した。そして、このうちマツ枯損に関

与している種が含まれているカミキリムシ、ゾウムシ、キクィムシ類の誘引状況については報告 (6、

7、 8)し た。

しかし、他の昆虫類については未だ報告していない。そこで、今回残りの種を含め松くい虫誘引剤

で捕獲された全昆虫類とその誘引状況をまとめて報告する。

また、筆者は誘引剤調査とは別にマツ林で黒ビールを餌にしたベイトトラップを仕掛け、これで捕

獲される昆虫類を調査した。この時、黒ビールにも誘引される松くい虫がいることを確認した。松く
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い虫が集るからには黒ビールも松くい虫誘引剤 (物質 )の一種と考えられるので、この調査結果につ
いても報告する。

この報文がマツ林の昆虫相の究明等の資料のす助にでもなれば幸いである。

この調査を実施するにあたリキクイムシ類を同定していただいた森林総合研究所森林M科 長野淵
輝博士、それに他の昆虫類の同定及び資料整理に協力していただいた当場育林研究部病害虫科大橋章
博技師に厚くお礼申しあげる。

なお、本報告は昭和53年から60年にかけて行われた大型プロジェクト研究並びに情報化システム

事業の一環として真柄稔、村田淳、小川知氏の協力を得て行ったものである。

1.1 松 くい虫誘引剤で捕獲された昆虫類

1.1。 1調 査場所

調査は可児市の大森、今、唯子地区とその隣接地である端浪市戸狩地区の4カ 所で行った。このあ
たリー帯は県下でも特にマツノザィセンチュウ被害が激しく、調査地の松枯損率はいずれも調査開始
時で5～ 10%で あった。また、調査地はいずれも標高 150～ 250初 の丘陵地帯で、調査はこの斜面
中腹部や尾根筋で行った。これらの調査地はアカマツ、クロマツの 10～ 50年生木が主体となってい

るが、この他ヨナラ、ヤマザクラ、ヤシャブシ等の広集樹が混交していたり、下層にはヒサカキ、ソ
ヨゴ、ネズミサシ、リョウブ、ツツジ類等が繁茂し薮状となっているところである。

1.1。2誘 引剤及び誘引器

調査に使用した誘引剤はホドロン剤とマダラコール剤の 2種類で、これをロート型、電撃型、粘着
板L型 、黒色 トラップ型誘引器に取 り付けて使用した。また、53～ 55年 と60年 は誘引剤を中心に

周囲 5物 範囲をスミパイン乳剤 1%液 を散布し、誘引器で捕獲すると同時にここに誘引されて死亡 (

表- 1  年 度 別 試 験 概 要

スミパイン予L剤散布

スミパイン¥L剤散布

ス ミパ イン
〃
〃

10初間隔と80物間隔に
設置

10物間隔と30初間隔に
設置

10物間隔と30初間隔に
設置

10物 間隔と30物 間隔に
設置

法方査調

調査場所 1 誘  引  剤

可児市大森

可児市大森 ロート型
粘着板L型

マダラコール ロート型
粘着板L型

ホドロン
マダラコール

ロート型
粘着板L型

マダラコール ロー ト型
黒色 トラップ

マダラコール
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薬剤の付着した松に接触したり後食によるもの )する昆虫類を、地面に敷いた自布で捕獲した (誘引・

誘殺法 )。

なお、誘引器は各年度ともマツノマダラカミキリの羽化する6月上旬に設置した後 8月下旬～ 10

月上旬まで放置し、この間誘引剤をほぼ2週間おきに交換した。

これら誘引剤と誘引器それに設置数等の年度別試験概要は表-1に 示すとおりである。

1.1.3調 査方法

調査は昭和58年から60年 までの8年間にわたって行った。いずれの年度とも捕獲された昆虫類は

ほぼ 1週間毎に回収し、このうち58～ 58年は種名のチェックのみを行い、59～ 60年は捕獲数及び

時期別捕獲数の推移等について調査した。

1.2ベ イ トトラップで補獲された昆虫類

1。2.1調 査場所

調査は、岐阜市太郎丸地区 (昭和 59年 )と高富町大桑地区 (昭和60年 )で行った。両調査地とも

アカマツ林で (岐阜市 20～ 65年生、高富町 30～ 80年生 )、 この外ヨナラ、クリ等の広葉樹が若干

混じり、下層値生はソヨゴ、ヤマウルシ、クチナシ、ネジキ、ツツジ類等が繁茂しているところであ

る。

1.2。2調 査方法

調査に使用したベイトトラップは直径 8物 ×深さ11物 のポリ容器で、これに口径 3筋のロート状

の蓋をかぶせ、捕獲された昆虫が野ネズミ等の小動物に食べられないようにした。これを、各調査地

とも20カ 所ずつ地面すれすれに埋め込み、調査の都度この中に餌として黒ビールを約 100∝ずつ入

れ、 1日経過後にこの容器内で捕獲されるゾウムシ類を調査した。調麿時期は6月～ 9月までの間に

9回調査したが、調査間隔は他の仕事や天候等の関係もあってギ定しなかった。

2.1 松 くい虫誘引剤で捕獲された昆虫類

2.1.1捕 桂された昆虫類の種類

昭和 53年から60年までの8年間に可児市と端浪市の各調査地で捕獲された昆虫類は次の目録に示

すとおりである。調査場所や誘引剤あるいは誘引器の種類によって浦獲された種に若干違いがみられ

たが、ここではマツ林に生息している昆虫類のリストアップを目的としていることから詳細は省略し

た。また、捕獲種の中には破損したり腐食によって種が識別できなかったものや、同定が難しくて種

名の確認できなかったものがかなりあった。本来ならこうした種も徹底して調べるべきであるが、時

間的に余裕がなかったので、今回は割愛した。

なお、種の配列は平鳴義宏博士監修の 「日本産昆虫総目録」 (1989)に ほぼ準じた。

誘 引 剤 で 捕 獲 さ れ た 昆 虫 目 録

果結査調

1 .

O r t h o p t e r e  直通目

Gryri コ ロギス科

N力呼を″σιs″″og2″ サタ豆″2なMATSUMURA

タサS  H I R A K I  ハネナシコロギス

2 .  宮 夕y ″∽ ヵ物s ブ切町″ケαt t  K A R N Y ウ マ オ イ

3 . T 夕 ″けケg θ″ぢα οれ 夕″, α″為 L T A R O V ヤブ キ リ

Gryllidae コ オロギ科

レタs,ασ夕″s
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4.と ∽ "ル 物 ″sα ″ガ″″あ S SAUSSURE      こ れ以 外 に 1種 類 いたが 、種名 は確 認 で きな

ハラオカメコオロギ            か った。

5. cα ′タクサοサ″ダ″Sんガうガ″∽'s MATSUMURA

アオマツムシ Lyoaeidae ナ ガカメムシ科
これ以外に2種類いたが、臣名は確認できな

わ>っ,こ。                                  13. P夕 ″ο換勲s cθ′0″ rrHuNBERG

ムラサキナガカメムシ

L ocustidae ′ ッヽタ科            14. s″ ″多惚″θ″″切″ブ″切ケc切″ DISTANT

イテゴナガカメムシ

この仲間と思われるものが 2種類いたが種名   15。 こ冴筋夕″s滋 ″αsガScOTT

は確認できなかった。                 ダ ーラスチャィロナガカメムシ

16. Gas″ ″a冴夕s ブω ″″び″S STAL

Psocopera チ ャタテムシロ          ヒ ラタナガカメムシ

この仲間と思われるものが 2～ 8種 いたが、 Aradidae ヒ ラタカメムシ科
種名は確認できなかった。

17.Artts c∽ J切レタ″夕″s HORVATH

H e m i p t e r a 半 辺ロ            ヒ ラタヵメムシ

18.Artts″ ″ルο″γ KIRITSCHENKO

P  e n t a t o m  i d a e  カメムシ科           マ ツヒラタカメムシ

19. И吻夕物 s筋″″″θサy′″s JoKOVLEV

6 .勇 脇′ン惚ィル●妨 sサα υH L E Rク 端 メムシ       ヒ メヒラタカメムシ

■  A″ι力″οσθ″ガsブα夕θ″夕″s's SCOTT

ウシカメムシ                 こ れ以外に 1種類いたが、種名は確認できな
8.  Pし鍛けガαご″。ssα″αs,α′' S COTT          め >っ,こ。

チャパネアオカメムシ

R eduviidae サ シガメ科
これ以外に 1種類いたが、種名は確認できな

わ>つ 'こo                                211. Sヵ ″協″ο′夕s″夕s '″ 夕ss'Cθ ″″,s ttAL

、                       シ マサシガメ

A c a n t h o s o m i d a e  ツ ノカメムシ科

T  i n g i d a e  グンバイムシ科
9.  Ac″ ″んosa初″冴夕″″″ご″比力 JAKOVEEV

セアカツノカメムシ             こ の仲間と思われる種が 2～ 3いたが種名は
1 0 , E ″盗物竹物 ″ ″θ″, S c o T T          確 認で きなか った

ヒメツ ノカメ ムシ

11, Sα sサ″竹α″α 財″″夕″″α″α ScOTT Miridae メ クラカメムシ科
マルモンツノカメムシ

この仲間と思われる種が 2種類いたが種名は

Coreidae ヘ リカメムシ科       確 認できなかった。

1 2 . R ″タサθ″レ″s c″″ ″″s  T H m ギB E R G

ホソヘ リカメムシ

- 4 2 -
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21.C,Φ サθ夕sα″″″ケα″,釘〕S単scα″αWめ
`
TSCHULSKY

アブラゼ ミ                   F  l a t i d a e  ア

オダヽハゴロモ科

22. 働 σθ″レ クα″α物 ご″″αサ″。θ′″ガs Mo TSCHLS KY  32. C夕 ヶs,物冴,s″″″″'ssぢ初″ WALKER

ミン ミンゼ ミ アオバハゴロモ

23. P″αけ夕)ル″α筋夕栃 ″″FABRIC IUS

エイエイゼ ミ R ican88dae ハゴロモ科

拠 ・ T 切 物 3 い ″夕″S ' S  D I s T A N T  ヒ グ ラ シ

25. Mc初 ″″ 0ル ′,アタ″α WALKER 33. jRぢc″″″α プの ″″σα MELICHAR

ツクツクボウシ ベ ッコウハゴロモ

26. Cケc芝¢サレα″α″'α′θ″UHLER ヲ ユッラ矛tゴミ

Aphididae  ラ

Membracidae ツ ノゼミ科                    'ブ

ラムシ科

この伸間の種が 2～ 3種 類いたが種名は確認

27. 財″滋 ″ο″夕″ sS″うケ″ガc″s LETHIERRY      で きなめ>っ,こ。

トビイロツノセF ミ

M a r g a r o d i d a e  ワタフキカイガラムシ科

Cercopidae アワフキムシ科

34.D″ οs,どれ″σοr匁 2夕″サα KuwN

28,A切 り物たガα 物 りα,MATSUMURA

マダラアワフ                  オ

オワラジカイガラムシ
】
キ

Coleoptera 鞘 通目

これ以外に 1種類いたが、種名は確認できな

力>った。 Carabidae オ 1サムシ科

Tomaspididae コ ガシラアワフキ科      35.Cα ″θsて材″ 物竹ガ初ω 力z″(MoRAW ITZ)

クロカタビロオサ 2

29.E″ scα″皮フ S'S α Ss,初 ケ″,s UHLER                       氏

シ

ヨガシラアワ'フキ これ以外にこの伸間 (ゴ ミムシ類 )の種が 4

～ 5種 類いたが臣名は確認できなかった。

L edridae ミ ミズク科

H isteridae エ ンマムシ科

80. Lz″″α″″サ″ヶα WALKER  ミ  ミヌごク

イ   こ の伸間の種が 2種 類いたが種名は確認でき

Delphacidae ウ ンカ科 なか,った。

この仲間の種が 2種 類いたが種名は確認でき

なかった。                        S ilphidae

シデムシ科

36. Nぢ″″務才が α′′冴れ2駒″α″α″″s KRAATz

i  S S i d i 3  ヤルウンカ科 ヨツボシモンシデコムシ

31. rsws筋 ヶ初夕″s,sヽlATSUMURA S t a p h y l i n i d a e  ハネカクシ科

カタビロクサビウンカ

37. 0均 けん●″夕sレタs ttα Cガι″S (SIhRP)
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サビハネカクシ                 ク ロタマムシ

53. cあ″ysoあθ″九″ガs cん印sοs″″留切″(L INNE)
これ以外にこの仲間の種が 4～ 5種 いたが、      カ クムネムッボシタマムシ

種名は確認できなかった。

Throscidae ヒ ゲブトコメツキ科

L acanidae ク ワガタムシ科

この仲間の種が 1種類いたが種名は確認でき
3 8 ,と″“吻が 物 aガす万夕初θ″αサ″s M o T s c H U L S K Y   な わ>った。

ミヤマクワガタ

39. Mac″材ο″cαs″夕●サ″S(MoTscHULSKY)
E ucnem idae コ メツキダマシ科

コクワガタ

S carabaeidae コ ガネムシ科        こ の仲間の種が 2～ 3種 類 いたが種名は確認

で きなか った。

40. 五形ク″?ガリ′″αタガσ夕α MoTscHULSKY

ナガチャコガネ E l a t e r i d a e  コ メツキ科
41. 泌冴γタサ″s サタ″ ぢ切″β″Jα″″s wATERHOUSE

コイチ ャコガネ               5 4 . P夕 "∽ ヶα/ O r″″″ガG A N D E Z E  ケ ちメツキ

42. P。夕″J′ガαブ匂″″'cα NEWMANマ メコカネ     55。  ムタリ″ ″sあガ″材″′″s (MoTscHuLSKY)

4 3 , 比初冴α ιθs″″α H O P E  オオスジコガネ      サ ビキョリ

44. 〃 ″夕″夕″α ″夕s,αごタケタs MoTscHuLSKY        56. Pα ″αごα″●,s あ夕″″s(CANDEZE)

ス ジヨガネ                    ゥ バタマコメツキ

45. T″″ごん″″ss″びσケ″σサ″s (P ALLAS)       5■  Sレタ物gοsサ″s″ クあ角αサ″″ケs(LEWIS)

ヒメ トラハ ナ ムグ リ               ォ ォッャハ ダ コメツキ

4 6 . 員物物あγれ , ″ ヵ, 物 たα H O P E カ ナブ ン    5 8 . A あ θ″s s 力 c 伊碑 クs ( M O T s c H u L S K Y )

4名 P″ ο″αタサケαο″ガタ″″α″'s(GoRY タ サP ERCHELON)   ル リ
｀
ノヤハ ダコメツキ

シロテンハ ナムグ リ              59.〃 夕′α″ο″″s院 ど″″s CANDEZE シ ヨメツキ

48.o例 び夕ヵ″ぢα ブ竹滋   (FALDERMANN)

コアオハナムグリ               こ れ以外に2～ 3種 類いたが種名は確認でき
49 E″ ご夕″ο″ぢα″θ夕Jo/s,(HAROLD)         な わ>った。

アオハナムグリ

L ycidae べ ニボタル科
これ以外にビロウドコガネの仲間が 2種 類い

たが、瞳名は確認できなかった。 60.肋 r夕sθJyσ″sα ″″り物s(K IESENWETTER)

ホ ソベニボ タル

P  t i l o d a c t y l i d a e  ナ ガハナ ノミ科     6 1 . L ッ 均所α ?物冴rたo″力s ( K  I E S E N W E T T E R )

カクムネベニボタル

50.E″ ″ガ●′筋Sメ ″αう夕J″α″″s(KIESENWETTER)

エダゲナガハナノミ             こ れ以外に2種類いたが種名は確認できなか

った。

Bじpretidae タ マムシ科

Cantharidae ジ ョウカイボン科
51.c物 々切功″αブクo″花α (GORr)タ マムシ

磁 . B″ ク″夕5サガs物 り"っ″″筋 ケ冴物′ケs HERBST       62, sサ タ″θ″ん夕切″s ttz″ ″s(KIESENWETTER)
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ク リイ ロジ ョウカ イ               7 1 . P Jα cο教ガ″sを夕Sサασt t s ( F A B R I C I U S )

カドムネチビヒラタムシ

これ以外に1種類いたが、種名は確認できな

め>った。                        s ilvanidae ホ ソヒラタムシ科

L ampyridae ホ タル呑斗              72. P″ οサ。s″わ″物sc″ 夕″″レケ″s(REITTER)

ヒラムネホソヒラタムシ

63. L″ ヶ″ヶ化をみケクJttrガα″α(WIoTscHuLSKY)

オバボタル                    E  r o t y l i d a e  オ ォキノコムシ科

D  e r m e s t i d a e  カツオブシムシ科      7 3 . A ″ ′″θあぢ′″s s あ れび″s  R E I T T E R

ル リオオキノコタムシ

64. 0″夕筋″″s の ″″σ″S ARROW               74. 泌 レ′″ocれ,″″s ブα″″ガご″s GROTCH

ベニモンテビカツオブシムシ           カ タモンオオキノコムシ

Anobiidae シ バンムシ科         こ れ以外に 2種 類いたが、種名は確認で きな

か った。

65.E″ 2οあ″″s″ θ″″″s(L INNE)

マツザイシバンムシ              c O c c i n e t i t d a e  テ ン トウムシ科

T  r o g o s s i t i d a e  コクヌス ト科        7 5 . C れ ケ′οびo 物s 肋 物″ S  I L V E S T R I

ヒメアカホシテン トウムシ

66. T″θどゃssル α″クθ″ケσα REITTER         76.Rα Jο"α ●∽ごθ″ο″ (LEWIS)

オオコクヌス ト                 ア カイロテン トウムシ

77.O夕 ″θ″ α sca″ 切
'ガS(T IMBERLAKE)

C  t e r i d a e  カッヨウムシ科          ム ツキボシテントウムシ

7 8 . Hあ 物切″ケα ″り″″″,s ( P A L L A S )テ ン トウムシ

6■ T,′ ′″s ケど″αsれガガKoN0               79 Hc_夕 ″ケα ノタ冴o夕″S,s(TAKIZAWA)

イガラシカ ッコウムシ              ク リサキテン トウムシ

68. sヵ ど抑″とガ物″タガ″os夕″J物″ (GoRHAM)      80. r″ ″夕ぢsた。夕あ夕″タケ TI MBERLAKE

ダンダラカッコウムシ              キ ィロテントウムシ

69,Tttssケ 物″sJ勾 ひどs, JACOBSON

ア リモ ドキ カ ッコウムシ             cOlydiidae ホ ツカタム シ科

Nitidulidae ケ シキスイ科        81.〃 ぢ″oタガ″sθ夕″″S(SIIARP)

ツヤケ シ ヒメホ ソカタ ムシ

この仲間の種が 2種 類 いたが確認 で き      82.SP″ α初け″sガ "″S SHARP

なかった。                      ホ ソマダラホソカタムシ

Cucujidae ヒ ラタムシ科        こ れ以外に 1種類いたが、優名は確認できな

かった。

70,xy′ θル SレタSん ケJJ夕″ガ (REITTER)

ヒレルチビヒラタムシ             T e n C わ r i o n i  d a e  ゴミムシダマシ科
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83, Cヶ ?ク″,α ガね滋″α ttIEDEMANN)         94. P″ ガο″″sガ ″s″′α″,s MoTscHuLSKY

ナガニジゴ ミムシダマシ             ノ コギ リカミキリ

84. Tc″ ガど″勿 ″″'cθ″″″サ″初対「ATERHOUSE      95. As夕 ″″初 α物″″夕″S夕 KRAATZ

ミツノゴ ミムシダマシ マルクビヒラタカミキリ

85. EJヶ″ο,αc″物 KMARSEUL)コ フレ十マフ,     96. S夕 ο″ヵ ″,sみ ″夕″夕sサθガ冴夕s(LINNE)

クロカ ミキ リ

これ以外に 2種 類 いたが、種名は確認で きな   97.Nο れγんケ″α夕″″"″ α(FABRICIUS)

か った。 ケブカヒラタカ ミキ リ

98,Aれ ″αJ″s″″s″σ″s(L INNE)サ 助 ミキリ
L agriidae ハ ムシダマシ科        99.Dホ レタガα gra"″ s(BLESSIC)ホ ソカミキリ

100. 6協物的レタs αサヶ,クを初ガs MATSUSHITA

8 6 . L 管 , α″ガg r たo ′力s  H o P E ハ ムシダマシ      ク ビァヵハナカ ミキ リ

87. こ″〃θps ο″ガタ″″α″ガs(MbTscHuLSKY)     101` ム 物 sサ″切宅μ′,α sσο″胡cs(BATEs)

ヒゲブトハムダマシ ツヤケシハナカミキリ

102. と マクレ″″α oιれ″αび夕o/aSCガα″α(MoTscHULSKY)

A lleculidae ク チキムシ科 ヨツスジハナカ ミキ リ

103. Lタタサ″″α″夕gα′'S(BATES)

8 8 . A J姥 ●″筋 s ,″ガοJα L E  W I S            ォ ォヨツスジハナカ ミキリ

ウスィロクテキムシ           1 0 4 . S ,夕 ″ο冴り吃5 c′ω t gヶα B A T E S

アメィロカ ミキ リ

M e l a n d r y t d a e  ナ ガクチキムシ科      l o 5 . Lタ タサqβα″ヶαカワοガごα ( H A Y A S H I )

ヤマトチビコバネカミキリ
89, Pれ″。夕。レ勾″ ″″淳σθ′J's MARSEUL         106.易 砂どο″″夕●力″s ″″/i′″″s BATES

クロホソナガクチキ クビアカ トラカ ミキ リ

90. s夕″″οttα″夕″S″ガ少少夕2″σ″S LEWIS         10■  C/レ οβ′y″″s cφ″οガ冴夕S(BATES)

キイロホソナガクテキ              キ スジ トラカ ミキ リ

91. Ho″οsサ″θ夕れ″s ′a炒,s,C sIK1             108. Cれ Jο″ο夕ん。″″S ブαクο″ガε″S(CHEVROLAT)

ヨツボシヒメナガクテキ            ェ グ リトラカ ミキ リ

109. D夕%り″α″ ″0″αあガ″ケs(P ASCOE)

これ以外に 2種 類いたが、種名は確認で きな      キ ィロ トラカ ミキ リ

か った。 110. D夕初θ″α″ ″rmS'″ガs BATES

トゲ ヒゲ トラカ ミキ リ

Mordellida。  ハ ナノミ科        111.〃 夕sθsα物ダてフs(DALMAN)ゴ ヤフヵミキリ

112. Mcsοsα タタ″クJ夕物 PASCOE

92.万 θsんれ″御 θ初ガαた″θ影どCHuJO夕 を NAKANE   チ ャゴマフカ ミキ リ

ウスキボシハナノ ミ            113.財 容θsαあ″″s″″α BATES

カタジロゴマフカ ミキリ

これ以外に 2～ 3種 いたが種名は確認で きな   114.財 容οsα ′θ客″タタ″″ガS BATEs

か った。 ナガゴマフカ ミキリ

115.批「夕sosa s夕″ガ″,s BATES

C e r a m b y c i d a e  カ ミキ リムシ科         タ テスジゴマフカ ミキ リ

116. Asαヵ″″α″″メカ形s BATES

9 3 .財 夕控 夕, s sれ たα W H l T Eウ スバ カ ミキ リ       キ クス ィモ ドキ カ ミキ リ

- 4 6 -



クロサルハムシ1 1 7 . s 〕 ぁ 句 ″ 切 切 吻 σ″′αレα B R E U N I N G           ム ナ ゲ

1 3 8 . D ασケy′″sコ彰 s力砕惣″αサα ( B A L Y )キボシチビカ ミキ リ

1 1 8 . Pレタ″θ″θガ材α zο″αサα ( B A T E S )            カ タビロ トゲハムシ

ア トジロサ ビカ ミキ リ

1 1 9 . P″ヶ。″0カをαα客 ″S 'α( B A T E S )         A n t h r i b i d a e  ヒ ゲナ ガプウムシ科

マルモンサ ビカ ミキ リ

″s ″α″sα′ガs(S HARP)120.P″ヶθJ切)んぢα ttα″″″α″α (MoTscHuLSKY) 139.A物 夕σ夕″

シヒゲナガゾウムシアカアア トモンサビカ ミキ リ

121. Pレタ″ο″。クんケα σttα サα (BATES)         140. Pん ′ο夕"ヶ″sgどうう。s″s ROELOFS

ヒゲナガゾウムシリ          セ マルトガリシロオビサビカ ミキ

122. Pレ タ″ο″?クあケα α72″″′α″α (CHEVROLAT)     141, P″ α″ys″働″Os s夕″Jα″″s(R oELOFS)

ゲナガゾウムシシロヒワモンサビカ ミキ リ

123, Mo″ οびん協″″sα ″″夕効 α″″s HoPE           142. И 助冴″οσ夕″αSメ ′αυ夕′J″ごγ ″″s(SHARP)

ロヒゲナガゾウムシシリジマツノマダラカ ミキリ

(BA TES)      148, sヵ ガ″●″ο″″0夕's″ α″″s(S HARP)124. 丹″ο″οcん初″s s″,/あs●″α″″s

ロヒゲナガゾウムシカオジヒメヒゲナガカミキリ

(THoM soN)    144. コ ″″θけ″οク″S冴 'S″ケ挺影夕″冴″s(S HARP)125. A″ ο夕り んθ″α ttα′αs″αびα

スネアカヒゲナガゾウムシゴマダラカミキリ

126. Acα ″ο″タクサα ″″″物″ガosα (BATES)         145. ?ん α″″ガ初,α cθば あヽぢs(SHARP)

ロメナガヒゲナガゾウムシシリジセンノキカミキリ

127. Acα Jο″タタ″α/ケα″励 ″″ガ″ (BATES)

A t t e l a b i d a e  ォトシブミ科ビロウドカミキリ

128. yttα夕.ァル み力物ご″′α″α THoMsoN

1 4 6 . A角 あ角応 ルた夕″ケ(RO E L O F S )オ トシブミヤハズカ ミキ リ

129, R九芝o少ケね″ ′琢砂ケS″,(BATES)            147. 】 ψο冴夕″″s 夕″y″九●鴫 αsサタ″ VOLLENHOVEN

ロオ トシブ ミヒメクセ ミスジカ ミキ リ

″s″″ぢιθ′̀″ (RoELOFS)130. 只比ο夕α′οsC夕″'S ttαβ″″α″″S BATES        148` D夕 少ο″α“

ィクビチ ョッキリコナラフタモンアラゲカ ミキ リ

ABRICIUS)131. Aσα″けれοσぢ″″s gr,s夕″s(F

C u r c u l i o n i d a e  ブ ウムシ科ヒゲナガモモブトカミキリ

132. L夕″θ″ sg″ ,サα″″S BATES

,″sあ″夕υケサ″ s,s KONOナカバヤ シモモブ トカ ミキ リ        1 4 9 . P わ ″あZ

133.E″ οι夕″″″″s gα′″θ″5, MATSUSHITA           コ ヒずミ ツルデウムシ

″″s″ ,ど繁の αι′α″″S RoELOFS1511.的 "θ●タガ ロアケ シカ ミキ リ

シクチブ トゾウムシ134. Eレο●夕″″″s ″夕″夕αtts BATES                ク ロホ

1 5 1 . 肋 ゅJ J o c ク″s ″ ケ″ ) 。″夕″S ケS  Z U M P Tア トモンマルケシカミキリ

1 3 5 . 駒じοご切サ″s g ″ヵ″″″″s  B A T E S          ツ ンプトクチブ トゾウムシ

)ク″S S切サタ″″α″ガs RoELOFSシラオビゴマフケシカ ミキリ        152.Scy抗 ″0

ビゾウムシ186. c″ 夕%夕α″夕′ガ。レα PASCOE ラ ストシカミキリ          マ
｀
ツ ト

1 5 3 . O sカ ケ″, a s夕.  マ ツクモゾウムシ (仮称 )

C h r y s o m e l i d a e  ハ ム シ科        1 5 4 .脆 段あ″ s″ 切吻∽ 'α ( G Y L L E N H A L )

クィブウムシツツキ

137. Bαs″′タタ″αんど″″ケσο″″,s(BALY)        1弱 .Cα″cガ′ガαs,″ガg,cο′″s RoELOFS
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ツツゾウムシ                  キ ィロコキクィムシ

156, P,ssθ冴夕s″ケサケ冴″s RoELOFS            175.rわ F形サん夕″夕%吻s 切物τ務レ″S WESTWOOD

マツキボシゾウムシ              チ ビコキクイムシ

lS【  P,ssθ ガタsο う s像″″ s                   176. C生
輝財 貯 も ″sク ″S″″′″s G YLLENHAL

クロキボシゾウムシ               ト ゥヒノホソキクイムシ

158, Acガ ご″夕務 5 s″″″ a″″s RoELOFS          177. jて y″osα″冴″″sど 夕″初α″″S BLANDFORD

ナカスジカレキゾウムシ             ハ ンノキキクイムシ

159. Dysc夕 物 s c″ケあ″αサ″s(R oELOFS)         178. xy″ θsα″冴″″s ″ αs'″SSC″′″s MoTscHuLSKY

コクロアナアキゾウムシ             サ クキクィムシ

1 6 0 .  五 ル sC夕 物 S夕 ′OZgα サ″s(R o E L O F S )          1 7 9 .  j【 yJ夕 あοtts匁 だ″ ,cο ″″,s E I c H H o F F

ホソアナアキゾウムシ              ァ ヵクビキクイムシ

161, 二形′θう″″夕″″sあ α″ο″″ヶ (FAUST)          180. xy″ 夕う″″s 初″″ケ″αサ″s BLANDFORD

マツアナアキゾウムシ              ク スノオオキクィムシ

162. Arゎ 枕冴夕sυ ″ ″夕gαレ″s(RoELOFS)       181. メ むJ夕あ″″s sα″夕s夕″ガ RATZEBURC

クロコブゾウムシ                サ クセスキクィムシ

163. Mccケ s,θ ご夕物 S″ ″ク如 ″″物 S KoN0          182. 鬼 砂 ″夕あο″″s υ α″,あ s EIcHHoFF

マダラメカクシゾウムシ             ト ドマツオオキクィムシ

164.只比″"″切切夕″Sクを夕あ″α, Voss 夕 を CHuJ0  183. xy′ 夕あοttιs α冴″″ α″″s BLANDFORD

マエバラナガクテカクシゾゥムシ         ッ ャナシキクィムシ

165.C″ メタサ。初 れ″syぁ cガι″″αレクs (RoELOFS)  184. 0″ レあ ″o物 ″ご″s ttg″ ′α″″s EIcHHOFF

ハスジクチカクシゾウムシ            マ ツノツノキクィムシ

166. Sん ぢ″あ osれガzο ″″s″冴″。s″s(RoELOFS)     185. 07tレ 肪 ,θクガび″s ′α″ガごガs FABRICIUS

マツノシラホシゾウムシ             ヵ ラマツキクイムシ

167. Sん ガ″あ物sんケzθ ガ ″ケ M oRIMOT0           186. S,0″ y″。ク″αレタク″S物 ぢた湧 o BLANDFORD

コマツノシラホシゾウムシ            ミ ヵドキクイムシ

1 6 8 .  Sれ ″r t tοs″z O駒 所夕S c夕, S ( R o E L O F S )

ニセマツノシラホシゾウムシ         こ れ以外に次の5種が浦獲されたが、匿名は

確認できなかった。

R hynchophoridae オ サゾウムシ科     xメ カo物s SP.(C切 ″s?)

メ〕″夕うo″″s SP.(ムわり SP ?)

169.Sヶ ル ″ぢ物 sgヶ gαs CABRJCIUS)オ オゾウムシ る こ夕ぅo物 s SP。 (F夕 s,力″s?)

為 ルあ物 s SP.

S c o l y t i d a e  キクイムシ科       r f y J 対部 s  s P .

170. S″夕″s″ケヶs″初αケ EGGERS Trichoptera ト ピケラロ
ニイシマキクイムシ

171.rfy″αsttsヵ″″ル″″s CHAPuIS        こ の伸間と思われる種が 2～ 3種類いたが、
マツノホソスジキクイムシ         種 名は確認できなかった。

172. 五ゅ″″gops ,″″夕″sサケ″ケα″″s CHAPUIS

マツノスジキクィムシ
Hymenoptera 膜 遡 ロ ィ

173. rfy″ 夕 電膨s ′ ↓摯 ケクタカ 物 FABRICIUS

マツノネノキクィムシ S i r i c i d a e  キ′`チ科

174, crけ 出 ″″Sル をつ″S NIIJIMA
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187.S'ァタ″″ルοう″ MATSUMURAニ トベキバチ   こ れ以外に 2種類いたが、種名は確認できな

か った。

Tenthredinidae ハ バチ科

Sphecidae ジ ガ′`チ科

この仲間は 2種 類 (このうち 1種類は幼虫 )

捕獲 されたが、種名は確認できなかった。     198.ん 物″の務′α Sα励″osαガガタs″α SMITH

ジガバチ

B laconidae コ マユバチ科

これ以外に 1種類いたが、種名は確認できな

この仲間と思われる種が 2～ 3種 類いたが、   か った。

種名は確認できなかった。

Megachilidae ハ キリン`チ科

i chneumonidae ヒ メ′`チ科

194. C物 ″″びθttο″α sc″′少′″″α″ガs SMITH

この仲間と思われる種が 2種 類いたが臣名は      オ オ′ヽ、キリバチ

確認できなかった。

これ以外に 1種類いたが、種名は確認できな

Formコ c8dae ラ'リ科         か つた。

188.Ca初 夕。″。″″sSゆ て″ケ●″S MAYR

クロオオアリ

このほか膜翅目と思われる臣が5～ 6種類い

たが、種名は確認できなかった。

これ以外に2～ 3種類いたが、種名は確認で      D iptera 双 廻目

きなかった。

Xy!ophagidae ム シヒキアプ科

Chrycididae セ イボウ科

195, P″οク″ごん″s ダタsθ″ケび″S BIcoT

1 8 9 . c れ″y s ' s sれ″gЙ″ル″sうs  S M I T H           シ オヤとシヒキアブ

イラガツツバセイボウ

これ以外に 1種類いたが、種名は確認できな

POmptitdae ベ ッコウ′ヽチ科        め >った。

この仲間と思われる種が 2～ 3種類いたが、        Syrphidae ア プバエ科

臣名は確認できなかった。

196.E少,slィガルsうαJ'夕αサ″s DE CEER

V e s p i d a e  スズメバチ科          ホ ソヒラタアブバエ

190.研 筋 ts″roo夕″ s″ 夕″S夕″'SAUSSURE    こ れ以外 に 2～ 8種 いたが、種名 は確認 で き

オオカバ フス ジ ドロバチ           な か った。

191.7夕 s″ ″α″冴α″ケ物 SMITH オ オスズメバチ

192.P。 ″,sサタs″θ物 り 'C AMERON            MuSCidae イ ェバェ科

キア シナガバチ

この仲間と思われる種が 4～ 5種類いたが、
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種名は確認できなかった。              こ の仲間と思われる種が 1種類いたが、種名

は確認できなかった。

Calliphoridae ク ロ′ヽ工科

Cossidae ボ クトウガ科
この仲間と思われる種が 2～ 3種類いたが、

種名 は確 認 で きな力>った 。             200.Z夕 ″z夕物 ″夕″ごο″0物効 Bu河 映 ゴマフボク トウ

これ以外に双翅目と思われる種が 10種 近 く Zyga enidae マ ダラガ科
いたが、種名は確認できなかった。

201. P,あ sどJr7″σθ少ぢSα″″α″″sB― R ホ タ朔

Co l e o p t e r a  鱗 通目

Ly m a n t r t i d a e  ド クガ科

Ny m p h a l i d a e  タ テハチョウ科

202. 五ダ″α″″″″α冴″s,物″′″ ″″びα MOTscHuLSKY

197.K御 ケs,α c″物び夕″θ―ブリ0″ケび″初 υο″ S IEBOLD    マ イマイガ

ル リタテハ

1 9 8 . N y″ガ協″s物 れ。初冴αsブク θ″たα S T I c H E L     N o c t u i d a e  ヤ ガ科
ヒオ ドシチ ョウ

この仲間と思われる種が 4～ 5種 いたが、種

Satyridae ジ ャンメチ ョウ科     密 は確認できなかった。

199. Neo解 gθSごれた夕υぢ″scんガ, MENETRIES
Neuroptera 脈 通目

キマダラヒカゲ

Myr me ttmtidae ゥ スパカゲロウ科

Arctiidae ヒ トリガ科

203. C″夕″″ο″冴夕s ,″%″ケσ″s WIACLACHLAN

ホ シウス′ヾカゲロウ

以上が松くい虫誘引斉」で浦獲された昆虫類である。種名のわかった種だけでも直翅日、半翅目、鞘
翅目、膜翅目、双翅日、鱗翅目、脈翅目の7目から203僅にも達し、松くい虫誘引剤にはいろいろな

昆虫が集ることが確認された。このうち最も多かったのは鞘翅目で 86科 から152種 、次いで半翅目
の 9科 29種 であった。あとは大幅に少なくなってどの目とも10種以下であった。このことから、松
くい虫誘引剤には鞘翅目の仲間が特によく反応を示すことが認められた。

また、鞘翅目の中ではカミキリムシ科が43種 と最も多 く、次いでゾウムシ科が 19種、キクィムシ

科が 15種で、この3科だけで44%を 占めた。これは、この種の中にはいわゆる松くい虫と呼ばれる

穿子L虫類が多く含まれていることから、松枯損木が散乱している調査地付近がこれらの種の格好の任
み家となっていることを裏付けているものといえよう。
一方、捕獲された昆虫類は特定の誘引剤に集中するということはなく、毎年同じように浦獲された。
このことから、誘引剤によって誘引される種が異なるということはなかった。これは、これらの誘引
剤がともに松の成分を抽出して製造しな 産卵虫対象の薬剤だからと思われる。ところが、誘引剤は

同じでも誘引器が違うと捕獲される種がかわってくることがある。 2～ 3の例をあげれば次のようで

ある。

その 1:膜 翅日、双翅目、鱗翅目の昆虫は殆ど粘着板L型誘引器で捕獲されたものである。これら

- 5 0 -



の種は鞘翅目のように物に衝突して落ちるという習性がないため、ロート型や黒色 トラップ型誘引器

では捕獲できないけど、粘着板L型誘引器では誘引された昆虫類がその付近を飛び回っているうちに

粘着液に付着してしまうからであろう。特に、双翅目がよく浦獲され、ひどいときは粘着板全面を覆

ってしまうこともあった。

その 2:半 翅目のうちセミのイ中間は粘着板L型 誘引器では捕獲できないけど、ロート型誘引器では

よく採れた。しかも の 仲間は誘引器の設置場所が高ければより多く採れるような傾向がみられた。

その 8:鞘 翅目のシロテンハナムグリはロート型や黒色誘引器に比べ電撃誘引器でよく捕獲された。

昭和54年に行ったロート型との比較では、10器当たりの浦獲数がロート型では277匹であったのに

対し、電撃誘引器では 1643匹 にも達した。

その4:マ ツノマダラカミキリやヒゲナガモモブトカミキリはロート型に比べ黒色 トラップ型でよ

く捕獲された。これは両誘引器ともff8獲方法 (誘引された昆虫類が衝突板に当たって落下する仕組 )

が同じであることからロート型の灰色に比べ黒色が影響しているものと思われた。

このように誘引器によって捕獲される種が異なるので、誘引剤を使用する場合は対象とする昆虫に

適した誘引器をいかに選ぶかが大きなポイントと考えられる。

いずれにせよ、 8年間の結果を総合すると、松くい虫誘引剤には松に寄生するいわゆる松くい虫と

呼ばれる鞘翅目をはじめ色々な昆虫類が誘引されることが認められた。このことから、これら誘引剤

は単に松くい虫防除だけでなく、昆虫の発生消長調査や昆虫相究明等の学術分野でも威力を発揮する

ものと思われる。

また、松林の昆虫相は一般に貧弱と思われがちである。しかし、松くい虫誘引剤だけでもこれだけ

の種が確認されたことから、これ以外の方法で調査すればさらに新しい種が増えていくであろう。自

然生態系の奥深さを垣間見ると同時に、今後機会があれば別の方法による松林の昆虫調査を行ってみ

たいと考えている。

2.1.2目 、科別の捕獲状況

昭和 58年 までの調査で松くい虫誘引剤には多数の昆虫類が誘引されることが確認された。そこで、

59～ 60年は捕獲された昆虫類をすべて採集し、種名、個体数、浦獲時期等について調べた。このう

ち、59年はロート型と黒色 トラップ型誘引器にマダラコールを、60年はホドロン剤とスミパイン乳

剤散布の組合せによる方法で行った。

まず 昭和59年 をみると、捕獲数は表-2の ように10目 (クモロも含む )から4,583匹 が捕獲さ

れた。このうち、鞘翅目はいつの調査時でも捕獲され、調査期間中に全捕獲数の 94%に あたる4294

匹 も捕獲された (図 -1)。 次いで、半翅目、膜翅目と続くが、補獲数は94～ 106匹 と少なくなり、

その占め

昭和 59年

図-l ffB獲 された昆虫類の目別割合

その占める割合も3%以 下と少な

かった。

次に、この鞘翅目を科別にわけ

ると表-3に 示すように 34科 に

もなった。このうち最も多わ>った

のはカミキリムシ科の 2615匹 で、

この占める割合が 61%、 次いで、

ゾウムシ科の551匹、ヒゲナガゾ

ウムシ科の252匹、キクイムシ科

の202匹、コクヌスト科の118匹

と続き、これら5科で 97%も 占

めた (図-2)。 このうち、コク

ヌスト科以外はいつの調査時でも

聾

園

圏

田

鯵

＞

半 翅 目

鞘 翅 目

毛 翅 目

膜 翅 目

そ の 他
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fFS獲され、長期間にわたって誘引されることが認められた。しかし、他の科は調査時毎に採れたり採

れなかったりの状況で、捕獲数も大幅に少なかった。また、時期別儒獲数は科によって異なるが、全

体的にみれば図-3に 示すように7月 に多 く、それ以降はllk次少なくなっていった。このことは、捕獲

獲数の多かったカミキリ、ゾウムシ、キクィムシの3科 もおなじで、捕獲数は違うもののいずれも全

科とほぼ同じように推移した。

同じように 60年 をみると、捕獲数は表-4に 示すように6目 1554匹 であった。このうち、最も

多かったのは鞘翅目の 1489匹 (98%)、 次いで、半翅目の 53匹 、膜翅目の35匹 で59年 と同じ傾

向がみられた (図 -4)。 これを、科別にわけると表-5に 示すように 20科 になった。このうち、

最も多かったのはゾウムシ科の 1028匹 、次いでカミキリムシ科の277匹で、この 2科 だけで91%

にもなった (図 -5)。 これら2科 は 59年 と同じようにいずれの調査時とも捕獲され、特に強い誘

引反応を示した。しかし、他の科は捕獲数が少なく、調査時毎に採れたり採れなかったりするなどこ

れも59年 とほぼ同じ傾向で推移したるこの時期別捕獲数を示したのが図-6で ある。全科及びゾウ

ムシ、カミキリムシ科とも6月下旬に最も多く、これ以降は少なくなって推移し 59年 とはやや異な

つている。しかし、両年とも8月以降は少なくなっていることから、松くい虫誘引剤で多数捕獲でき

るのは6～ 7月頃と思われる。

また、 60年 はキクイムシ科

崖ヨ コクヌスト科  が全く捕獲されなかったり、ゾ
ウムシ科の浦獲数が多いなど59

年の状況とはかなり異なってい圃  カ ミキリム淵

圏盟 ヒゲカ"ウムシ科骨格鰹者場ぢ法任籍香]1胃析昼
田 ゾウムシ科

減  キ クイムシ科

厖物その他

は誘引 ・誘殺法と捕獲方法が違

っているので、この影響による

ものと思われる。

いずれにせよこれらの結果か

ら、松くい虫誘引剤には色々な

昆虫類があつまるが、なかでも

鞘翅目のカミキリムン、ゾウム図-2 捕 獲された鞘翅目の科別割合

■5

図 - 3

(トーー全 科

e・
・・…・・・ヵミキリムシ科

◆
―ゥウムシ科

X―
‐‐杉 ィムシ科

Ⅲ2                    97       10,3

月  日

時 期 月U捕 獲 数 の 推 移 (昭和59年 )

◆
ヽ

(昭和 59年 )

622
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シ、キクィムシの 3科が特に強い誘引反応を示すことが認められた。

5,1,3 カ ミキリムシ科の捕桂状況

昭和59～ 60年の調査で捕獲されたカミキリムシ類は表-6、 表-7に 示すとおりである。種数は

両年あわせて 41種 であったが、このうち、松に寄生する種は、ホソカミキリ、ウスバカミキリ、ノ

コギリカミキリ、ケブカヒラタカミキリ、サビカミキリ、クロカミキリ、クビアカドウガネハナカミ

キリ、ツヤケシハナカミキリ、ヨツスジハナカミキリ、ォォヨッスジハナカミキリ、 トゲヒゲ トラカ

ミキリ、キボシチビカミキリ、ヤハズカミキリ、ヒメヒゲナガカミキリ、マツノマダラカミキリ、ビ

ロウドカミキリ、ヒゲナガモモブトカミキリ、ナカバヤシモモブトカミキリの 18種 でほぼ半数を占

表-4  捕 獲 された昆虫類の目別誘引数の推移

表-5 捕獲 された鞘翅目の科別捕獲数の推移

8 . 1

印雪 末日 60

8。15 計

年

8.10

エ ン マ ム シ

ハ ネ カ ク シ

コ ガ  ネ  ム  シ

コ メ ツ キ ム シ

カ ッ コ ウ ム シ

テ ン ト ウ ム シ

シ バ ン ム シ

ゴ ミムシダマ シ

ハ ム シ ダ マ

ク チ キ ム シ

ハ  ナ   ノ   ミ

カ ミ キ リ ム シ 277

ハ       ム       シ

ヒゲ ナガゾウムシ

オ ト ン ブ ミ

ゾ ウ  ム   シ 1028

年60和昭

科

ゴ

目 6.12 6.20 6.27 7. 6 7.11 7.17 ■26 8 . 1 8.10 8.15 計

翅直 目 2 1 5

翅網 目 1 1 2

翅半 目 7 5 1 23 4 1 1 53

翅鞘 目 210 177 373 185 60 138 73 42 1439

翅双 目 1 1 1 20

翅 目 7 8 3 1 8 35

計 228 185 895 174 117 79 44 1554

■ 111■ 171名 26

オ サ ゾ ウ ム シ

-55-

1429



ヘＯ
∞
〇
「

Ю
ギ
寸

吉 | へ| の | ∞ I H I O I 由

十

長

ヽ

昏|

貯

聖

Ю

(ヽ

慈

進
翠

京

擦

控

Ｑ
か

ヽ

小
十

″
Ｒ
翌
ミ

拘
志
鳩

　

０
１
穏

一十

″
Ｒ
ハ
ふ
ミ
レ
ハ
申
ユ
ト

十
″
Ｒ
ユ
小
Ｈ
民

〔
十
歳
長
上
小
申
沖
代
本
体
由

〔
十

″
長
体
は
ト
ハ
申
ふ
ト

一
十

″
Ｒ
い
億
け

ヽ
小
臣

〔

十

″
長

か

ヽ

″

や

十

″

恨

生

小

Ｅ

竹

一

ヤ

″

Ｒ

Ｋ

く

単

（

十

″

Ｒ

ぶ

億

桜

竹

〔

十

″

長

Ｆ
牛

日

ヽ

一
十

何
Ｒ

ふ

】

ユ
氏

ぶ
十

″
Ｒ
御
〔

回
ヘ

ユ
氏

〔
十

府
長
卜
け
れ
か
ヽ
は
ふ

〔
＋

″
Ｒ
ト
レ
ｈ
Ｅ
へ
ふ
長

〔
十

″
Ｒ

卜
け
ｈ

夜

ホ

〔
十

″
長

い

と

Ｂ

ヽ
十

ふ
十

″
Ｒ
い

と

〔
本

Ｈ

（
キ

″
Ｒ

い

と
か

ヽ

や

〔
十

″
Ｒ
い
と
Ｒ
卜
竹

ふ

〔
十
″
長

ルヽ
コ
ふ
ユ
レ
学

十

R

El

▼

X

X

十

″
Ｒ
ふ
く

か

ヽ

か

ｍ

一十

″
Ｒ
ふ

る

卜
ぷ

い
生

長
ふ

一コ
ふ

ふ
十

″
長
ふ
い
出
長
卜
ふ

十

R

ト

格

十

R

御

小

十

長

El

ふ

- 5 6 -



めた。しかし、松には直接関係のないカ

寄生する種しない種あわせて色々なカミ

ミキリムシも23種 いたことから、松くい虫誘引剤には松に

キリムンの伸間が誘引されることが認められた。

この調査で浦獲されたカミキ

リムシ類の中には、岐阜県未記

録のケブカヒラタカミキリ、ヤ

マトチビコバネカミキリ、アメ

イロカミキリ、それに松に寄生

するとはいえ本県では自鳥町で

1頭 しか記録されていないキボ

シチビカミキリが含まれていた

(4)。  これらはともにイ田体数

が少なく稀種とされている種だ

けに、誘引剤で備獲されたこと

はこれらの種の新しい採集方法

として注目されるし、岐阜県の

カミキリムシ相を究明する貴重

な資料として役立つものと思わ

れる。

次に捕獲数をみると、 59年

は最も多かったのはクロカミキ

リで全捕獲数の 65%に あたる

1689匹 であった。次いで、サ

ビカミキリ、マツノマダラカミ

キリ、ヒゲナガモモブトカミキ

リと続き、この4種だけで全体

の 96%も 占めた。

聾 コガネィム洲

露 テントウムシ科

田 カミキリムシ科

圏 ゾウムシ科

ま その他

塵ヨ半翅目

極匡∃鞘技蜜目

日圏勝野翅目

目田その他

(昭 和 60年 )

図-4 浦 獲された昆虫類の目別割合

(昭和 60年 )

図-5 捕 獲された昆虫類の科別割合

6 12   620   6 27

図- 6   時 期 別

■6   7 1 1

捕 獲 数 の

- 5 7 -

c > 一一全 科

O… …
Ⅲカミキリムシ科

Cト
ー ゾ ゥムシ科

0 - ― O 、

■17  ■26  81  810  815

推 移 (昭和60年 )
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これが 60年 になると大幅に少なくなり、最も多い種でヒゲナガモモブトカミキリの 94匹 (全捕

獲数の 34%)で あった。次いで、マツノマダラカミキリ(39匹 )、マルモンサビカミキリ(33

匹 )、ナカバヤシモモフトカミキリ(23匹 )、クロカミキリ(15匹 )、サビカミキリ(10匹 )

と続き、ヒゲナガモモブトカミキリを含めたこの6種で全捕獲数の 77%を 占めた。しかし、 59年

と60年 では捕獲数の多い種の構成が異なっている。特に 59年 はクロカミキリが全浦獲数の 65%

も占めているのに対し、 60年 はわずか5%で あることなど頭著な例である。これは浦獲方法の違い

によるものと思われる。つまり、クロカミキリは松を後食しないため、誘引されても誘引剤近くの松

には長い間静止しないため、誘引虫を薬剤で殺して浦獲する60年 の方法 (誘引 ・誘殺法 )ではあま

り採れないからである。従って、誘引 ・誘殺法は松類を後食する種に対し、特に有効な方法と思われ

る。槙原は誘引器の設置場所や色の組合せにより誘引されるカミキリムシの種類、数が異なるので、

いろいろな方法を考えるべきだと述べているが (2)、 こうした薬剤散布併用の誘引 ・誘殺法も有効

な方法であろう。

いずれにょよこれらの結果から、松くい虫誘引剤には前述したカミキリムシがょく誘引されるが、
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特にクロカミキリ、サビカミキリ、マツノマダラカミキリ、ヒゲナガモモブトカミキリが強い反応を

示すことが認められた。
一方、時期別捕獲数をみると、 59年 は浦獲数の多かったクロカミキリ、サビカミキリ、マツノマ

ダラカミキリ、ヒゲナガモモブトカミキリの4種 はいずれも調査開始時から終了時までの全調査時と

も捕獲され、長期間にわたって誘引されることが認められた (図 -7)。 このうちクロカミキリ及び
マツノマダラカミキリは7月 上旬から7月下旬にかけての捕獲数が多いことから、この時期が発生ピ
ーク時と思われる。また、 60年 はヒゲナガモモブトカミキリ、マツノマダラカミキリ、ナカバヤシ

モモブトカミキリがほとんどの調査時とも捕獲されたが、ヒゲナガモモブトカミキリ及びナカバヤシ

モモブトカミキリは6月下旬～ 8月上旬、マルモンサビカミキリは 6月上旬～ 7月上旬に集中し、59

年とは若干異なっていた (図 -8)。 しかし、他の種類は両年とも調査時毎に採れたり採れなかった

りするなど一定していなかった。

また、カミキリムシ科全体の捕獲最盛期は59年が 7月 上旬～ 8月上旬に対し、60年 は6月上旬～

7月上旬と1カ月ほどの違いがみられたが、両年とも8月以降は少なくなっていることから、よく誘

引されるのは6～ 7月 頃と思われる。

3.1,4ゾ ウムシ類の捕獲状況

ゾウムシ類 (ヒゲナガゾウムシ科、オトシブムミ科、ゾウムシ科、オサゾウムシ科を含めた総林 )
の捕獲状況を示したのが表-8、 表-9で ある。

捕獲されたゾウムシ類は両年あわせてヒゲナガゾウムシ科で6種類、オトシブミ科で3種類、ゾウ
ムシ科で21種類、オサゾウムシ科で 1種類の31種 類であった。このうち、松の材内を加害し一般に

松くい虫と呼ばれているものは、クロキボシゾウムシ、マツアナアキブウムシ、ニセマツノシラホシ

ゾウムシ、マツノシラホシブウムシ、コマツノシラホシゾウムシの 6種類で、この他は松の針葉を食

害するマツトビゾウムシゃマツクモゾウムシ(仮林 )、ツツキクィブウムシを除けば直接松に関係の

ないものが多かった。このことから、松くい虫誘引剤には松に寄生する種以外のブウムシ類もかなり

反応することが認められた。しかも、この中には岐阜県未記録種であるシリジロメナガヒゲナガゾウ
ムシゃ、今までに岐阜県では 1頭 しか記録されていないコクロアナアキゾウムシが含まれていた(5)。

このことから、誘引剤による捕獲はゾウムシ類に対しても新しい採集法として注目される。
一方、浦獲数をみると 59年 はシラホシゾウムシ属 (マツノシラホシゾウムシ、ニセマツノシラホ

シゾウムシ、コマツノンラホシゾウムシを含めたもの )が 448匹で最も多く、次いで、シロヒゲナガ
1 6 0  P t

オオダウムシ
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ゾウムシの223匹 でこの2種 だけで総捕獲数の 76%を 占めた。マツノシラホシゾウムシ属は代表的

な松くい虫であることから当然だとしても、松類に関係のないシロヒゲナガゾウムシかは、ぃ虫誘引

剤に対し強い誘引反応を示したことに興味がもたれる。また、オオブウムシは 79匹 で前 2種 に次い

で捕獲数が多く、この種も松くい虫誘引剤に対しかなり反応を示すことが認められた。本種は松類以

外にもスギやヒノキ等の伐倒丸太にも被害を及ぼす (3)の で、これらの丸太が集積してある上場等

でこの誘引剤を使用すれば被害が軽成できるのではないかと思われる。

同じように60年 をみると、捕獲数の多いのはやはリシラホシゾウムシ属で、この種だけで総fF3獲

数の85%に あたる885匹 であった。次いで、クロキボシブウムシ(86匹 )、 マツトビゾウムシ(21

匹 )、 マツアナアキゾウムシ(11匹 )と松に寄生する種が続 くが、あとは10匹以下と少な力>った。

このことから、ゾウムシ類の中ではシラホシゾウムシ属が松くい虫誘引剤に対し、特に強い誘引反

応を示し、しかも両年とも最も捕獲数が多いことから、誘引器を使用した場合でも薬剤散布と組合せ

た誘引 ・誘殺法のどちらでもよく捕獲できることが認められた。

また、シロヒゲナガゾウムシは59年 には223匹採れているのに対し、60年 はわずか 2匹である。

これはこの種も前述したクロカミキリと同じように松類を後食しないため、誘引 ・誘殺法では捕獲で

きなかったからと思われる。

次に、時期別捕獲数をみると、両年とも浦獲数の多かったシラホシゾゥムシ属、それに 59年 のシ

ロヒゲナガゾウムシは全調査時とも捕獲され、長期間にわたって誘引されることが認められた (図 一

9、 図-10)。 また、 59年 のセマルヒゲナガゾウムシ、マツクモブウムシ、オオブウムシは、とも

に6～ 9月 にかけて捕獲されていることから、誘引数は少ないものの前の種と同じようにかなり長期

間にわたって誘引されるものと思われる。 60年 はマツトビゾウムシが6月上旬～ 7月上旬、クロキ

ボシゾゥムシが 6月上旬～ 8月上旬に集中していたものの、他の種は捕獲数が少ないうえ、調査時毎

に採れたり採れなかったりするなど一定していなかった。

2.1。 5キ クィムシ類の捕獲状況

キクィムシ類の浦獲状況を示したのが 表-10で ある。この仲間は松の針葉を後食しないためか、

60年 の誘引 ・誘殺法では全く捕獲されなかった。

そこで、 59年 に捕獲されたキクィムシ類をみると、調査期間中に捕獲されたキクイムシは 22種

であつた。このうち、明らかに松類に寄生する種は、マツノホソスジキクィムシ、マツノスジキクイ

捕
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ムシ、マツノネノキクィムシ、キィロコキクイムシ、 トウヒノホソキクィムシ、マツノツノキクィム

シ、カラマツキクイムシの7種類で、あとは松類を含めた針葉樹にも広実樹にも寄生するが、むしろ

広案樹に多い種であった。すなわち、カミキリムシやゾゥムシ類と同じようにキクイムシ類でも松く

い虫と呼ばれる以外の臣がかなり誘引されることが認められた。また、今回捕獲されたキクィムシ類

の中には種名の確定できなかった種が4種類あり、このうち新種の可能性のある種も含まれていた。

捕獲数はトドマツオオキクイムンが圧倒的に多く、全捕獲数の 55%に あたる110匹 が捕獲された。

しかし、マツノキクィムン、ハンノキキクィムシ、サクセスキクイムシ以外はすべて 10匹 以下と少

なかった。

松くい虫誘引剤に誘引される松林のキクイムンについては衣浦ら(1)が 調査しているが、それに

よれば広集樹に寄生するミカドキクイムシが圧倒的に多く、松くい虫と呼ばれるキクイムシ類はほと

んど採集されていない。同じ松林でありながら今回と全く異なった結果となっているが、これは衣浦

らが調査した場所が枯損木の無い健全な松林であったため、松に寄生するキクイムシより寄主選択の

幅が広い養菌キクイムシ(ミカドキクイムシもこれに含まれる )の生息密度が高かったからと考えら

れる。従って、松くい虫誘引剤には多数のキクイムシが集るが、よく誘引されるのは種類によるので

はなく、その林分の優占種が何であるかによって変ってくるものと思われる。
一方、時期別誘引数は、 ト ドマツオオキクィムシが全調査期間を通じて常に捕獲され、5カ月以上

の長期にわたって誘引された (図 -11)。  し かし、これ以外の種は調査時毎に浦獲されたりされな

かったりするなど一定していなかった。また、6月 22日 は誘引されたキクィムシ類が 7種類で誘引

数が 32匹 、同様に7月 5日が 10種類で 36匹 、 7月 19日が 8種類で30匹 と、この時期に多数が誘

引され、その後は種類も誘引数も半成した。従って、これらキクイムシ類もカミキリムシやブウムシ

類と同じ6～ 7月 によく誘引されるものと思われる。

また、今回lf8獲されたキクィムシ類の多くは、Sueus,Xy10sandrus,XylebOrus,ScOlytoplatypus

属であった。これらは各種の丸太の材部にピンホールを作るambrOsia beetlesと呼ばれる穿子し性害

虫である。これらのキクイムシ被害は広集樹丸太の集積上場でしばしば問題になるので、松くい虫誘

引斉」を使用すればこれらが多数浦獲できるので、今後上場や貯木場等で調査してみる価値があるもの

と思われる。特に、この誘引剤に強い誘引反応を示した トドマツオオキクイムシゃハンノキクイムシ

は休業の主要樹種であるスギやヒノキ等の針集樹丸太に激しいピンホール被害を及ぼす (3)の で、

これらの材が集積してある上場でもこの誘引剤の使用を検討する必要があるであろう。

マツノツノキクイ

トドマう4オオウ イ

サクキクィムシ

ハンノキキクイムシ

捕
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1 5

数 l o
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キク ィ ム シ類 の時 期 別 浦獲 数 ( 昭和 5 9 年)
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2.2 ベ ィトトラップで捕獲された昆虫類

2.2.1捕 獲された昆虫類

ベイトトラップでlf8獲された昆虫類は次の目録に示すとおりである。今回使用したトラップは容器
に黒ビールが入っていたため、捕獲された昆虫は鱗粉や体毛が抜けたりして種の区別が出来ないもの

が多かった。このため、直翅目と鞘翅目の一部以外は殆ど匿名が確認できなかった。

ベイ トトラップで捕獲された昆虫目録

Or t h o p t e r e  直 通目

R h a p h  i d o p h o r i d a  e  カマ ドウマ科

C o l e O p s e r a  鞘通目

Ca r a b i d a e  ォ サムシ科

1. Dづ 夕s″″。物″夕物 ′̀ ″っ″ケσα KARNY 2. Ap。 ,の タレタ″ s″夕あz″ケガ CIIAuDOI R

マダラカマ ドウマ オオオサムシ

これ以外に 1種 いたが、種名は確認で きなか   3.Ap。 殉物の,夕物 sヴ″s″″σο″α CHAUDOIR

った。 アオオサムシ

4. C″ 方彦″s″ θび4/物″″s CHAUDOIR

D  i c t y O p t e r a  組通目 クロナガオサムシ

5. ェ光″″αsレタ″ みJ″0″θガ冴夕s KoLLAR

体長 5初前後の小さなゴキブリの仲間が多数 マイマイカブリ

捕獲されたが、種名は確認できなかった

Staphylinidae ハ ネカクシ科

Hemiptera 半 辺目

この伸間の種が 2～ 3憧浦獲されたが、種名
岐阜調査地で2種類捕獲されたが、種名は確   は 確認できなかった。

認できなかった。

S ilphidae シ デムシ科

C o t e o p t e r a  鱗通目

6. Ntcr9ヵ o物 sす の ″'C″S HAROLD

ヤガ科の仲間と思われる種が 2～ 8種 捕獲さ ヤマ トモンシデムシ

れたが、優名は確認できなかった。

Gectrupidae セ ンチヨガネ科

D iptera 双 廻目

任 c夕 θサ″″クタs ′″御 ガSレ″ガαサ″s MoTscHuLSKY

ハエの仲間が 1～ 2種浦獲されたが、種名は

確認できなかった。                   セ

ンチコガネ

Anthribidae ヒ ゲナガゾウムシ科

Hy『enoptera 膜 :□目

8, PJα レジsサ切 切 SS夕 ′′α″″s RoELOFS

時々アリ類が多数浦獲されたが、種名は確認 シロヒゲナガゾウムシ

できなかった。恐 らくこの近 くにコロニーがあ   9.竹 ヴ み 夕s,物― J″s FAUST

ったものと思われる。この調査では捕獲数は調 キマダラヒゲナガゾ
ベなかった。

ウムシ
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14.

Attelabibidaeォ トシブミ科

励 ヵ″初s物 ″夕れ冴夕,(HtlMEL)

ル リイクビチョキリ

CurculiOnidae  ゾ ゥムシ科

McJJoc夕物s gr,s夕″s ROELOFS

カシワクテブ トゾウムシ

P,ssttes οうsc″角,S RoELOFS

クロキボシゾウムシ

Fre″οうガレタ′″s ttο ″冴″F susT

マツアナアキゾウムシ

Nわ 枕ガタS畝 グ'C控彦″s(RoELOFS)

クロコブゾウムシ

R h y n  c h o p u o r i d a eオサゾウムシ科

15. s,D乱 どz″s gケ廷″s FABRICIUS

オオブウムシ

田
双 翅 目

く そ の 他

以上がベィトトラップで捕獲された昆虫類である。捕獲された種は6目 に及んだが、このうち臣名

が確認された種は2目 (直翅日、鞘翅目 )の 15種 類であった。しかし、直翅目はマダラカマドウマ

1種だけで、残り14種 は鞘翅目であったことから、黒ビールを餌としたベイトトラップでも鞘翅目

がよく集ることが認められた。

睡ヨ直翅目

また、鞘翅目の中ではオサムシ

科とゾウムシ科が 4種類ずつ捕獲

され、最も多かった。しかし、ブ

ウムシ類ではこのほかヒゲナガゾ

ウムシ科、オトシブミ科、オサゾ

ウムシ科の種類も捕獲されており、

これらの種も含めると14臣 中 8

種も占め、この仲間が特に反応を

示すようであった。

次に、捕獲数をみると、調査期

間中に捕獲された種数は表-11、

表-121こ 示すように、岐阜市が

924匹 、高富町が 1185匹 であっ

■ 網 翅 目

剛 鞘
翅 目

(岐 阜市 )

図一上2 捕 獲された昆虫類の目別割合 (岐阜市 )

表- 1 1  捕 獲 され た昆 虫類 の時期別個体数

市阜岐

目 6. 9 6.12 6.20 6.28 7. 2 7.10 7.31 8.18 9. 4

直 翅 目 24 25 14 34 10 25 197

網 翅  目 1 8 19 83

半 翅 目 1 2 8

鱗 翅 目 2 7 8 1 1

双 翅  目 1 1

鞘 翅  目 35 34 112 176 76 23 39 28 588

ク モ  ロ 1 1 1 14

そ の  他 1 1 7 20

計 62 78 181 100 225 64 47 924
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た。このうち、鞘翅目は両調査地とも最も多く、その捕獲割合は、岐阜市が63%、 高富町が60%で

あった。次いで直翅目と続き、この2目 だけで岐阜市で84%、 高富町では97%に も達した (図-12、

図-13)。

このことから、松林におけるベイトトラップには鞘翅目と直翅目の昆虫が多数集ることが認められ

た。

また、これらの種は6月から9月 までの全調査時とも捕獲されたが、捕獲数は調査時毎に増えたり

成ったりするなどし、一定の傾向はみられなかった。しかし、両調査地とも8月以降は少なくなって
いることから、よく捕獲できるのは6～ 7月 ころと思われる。

2。2。2ゾ ゥムシ類の捕獲状況

鞘翅目のうち、特に浦獲数の多かったゾウムシ類の捕獲状況を示したのが、表-13、 表-14で あ

る。

まず、調査期間中に浦獲されたゾウムシ類をみると、前述したようにヒゲナガゾウムシ科で 2種類、
オトシブミ科で 1種類、ブウムシ科で 4種類、オサゾウムシ科で 1種類の合計 8種類であった。この

うち、両調査地で捕獲されたのは、マツアナアキゾウムシ、クロコブゾウムシ、ォォブウムシの3種

類で、あとはシロヒゲナガゾウムシ、キマダラヒゲナガゾウムシ、ヵシヮクチブトゾウムシ、ルリイ
クビチョッキリが高富町で、クロキボシゾウムシが岐阜市で捕獲された。また、調査場所が松林であ
ったためか、松に寄生する種が4種 (ク ロキボシブウムシ、マツアナアキゾウムシ、クロコブゾウム

シ、オオブウムシ)と半数を占めていた。

次に、浦獲数をみると、最も多

饉ヨ直翅目 管『算晏夢ち蟹号と目尋緊馨電替
歴ヨ鞘翅目

わせて944匹 (岐阜511匹、高富

433匹/ト ラップ 20個 当たり)

(高富町 )

図-13 浦 獲された昆虫類の目別割合 (高富町 )

表- 1 2  浦 獲 された昆虫類の時期別個体数

田|その他 基&垢込程湛贔呂舌冒場を富冒で。

躍田網翅目 督霧〕皆じぁ各!:歴ャ嵩苫『密空
ア

このことから、黒ビールのベイト

トラップにはオオブウムシ、マツ

アナアキゾウムシが特に強く誘引

されることが認められた。また、

向 町

目 6 14 6.16 6.24 7. 5 7.11 7.16 7.23 8. 8 9. 2 計

直 翅  目 58 64 47 55 58 448

網 翅  目 8 5 24

鱗 翅  目 2 1 1

双 翅  目 1 1

鞘 翅  目 84 183 95 78 65 30 706

ク モ  ロ 1

そ の  他 2

計 152 157 182 123 141 124 72 73 1185
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クロコブゾウムシは捕獲数は4～ 5匹 と少なかったものの、両調査地で捕獲されていることから多少

誘引反応を示すようであった。しかし、他の種は捕獲数がわずか 1匹なので、偶然入ったことも考え

られるので再検討が必要であろう。

マツアナアキゾウムシ、ォォブウムシとも松くい虫誘引剤に誘引されることが報告 (7)さ れてい

るが、今回の調査で黒ビールにも誘引されることが認められた。黒ビールのベイトトラップでこれら

のブウムシが多数浦獲できることは恐らく新しい知見と思われるが、これはこれらの種が黒ビールに

強く誘引反応を示すことと、 2種 とも地際部を生活の場 (松の伐根に産卵 )と しているため、 トラッ

プの設置場所 (地上 )が適していたのではないかと思われる。
一方、時期別捕獲数をみると、捕獲数の多かったアツアナアキゾウムシ、オオブウムシは岐阜、高

富調査地ともいつの調査時にも捕獲され、長期間にわたって誘引されることが認められた (図 -15、

図-16)。  こ のうち、特に捕獲数の多いオオブウムシは 4～ 10月にかけてだらだらと発生するのに

に加え、成虫の生存期間が 2年以上に及ぶため、いつの時期にも成虫が生息しているからと考えられ

る。しかし、他の種については捕獲数が少ないのでわからないが、ただクロコブゾウムシは少ないな

がらも6月上旬～ 7月中旬に少しまとまって捕獲されていることから、この時期に誘引されるような

傾向がみられた。また、時期別捕獲数は調査地によって多少異なるが、おおまかにはマツアナアキゾ

ウムシが 6月中旬～ 7月上旬、オオブウムシが 6月上旬～ 7月上旬に多く誘引され、8月以降は少な

くなる傾向がみられた。

今回行った黒ビールのベイトトラップは使用が簡単なうえ、松くい虫と呼ばれているオオブウムシ、

表-13 捕 獲 されたゾウムシ類の時期別個体数
事

種  名 6. 9 6.12 6.20 628 7. 2 7.10 7.31 8.18 9. 4 計

クロキボシゾウムシ 1 1

マ)7ナアキゾウムシ 3 2 2 7 48

クロコブブウムシ 1 1 4

オ オ ブ ウ ム シ 89 57 20 28 511

計 173 75 22 44

注 捕 獲数は トラップ 20個 分の合計

表-14 捕 獲 されたブウムシ類の時期別個体数

注 捕 獲数はトラップ20個 分の合計

市岐

町菅田高

種  名 6.14 6.16 6.24 7. 5 7.11 7.16 ■23 8. 8 9, 2 計

シロヒゲナガゾウムと 1 1

ヤ ル 功 必ヽ 1 1

ルリイクビチョッキリ 1 1

カシワクガ トゾウムこ 1 1

マツアナアキゾウムS 3 7 6 5

クロコブブウムこ 1 2 1 1 5

オ オ ブ ウ ム 69 81 54 44 47 18 428

計 73 73 95 56 24 26 499
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マツアナアキゾウムシが多数浦獲できるので、これらの種の発生消長調査や採集手段として利用でき
ると考えられる。また、オオブウムシは松以外にもスギやヒノキの伐倒丸太を加害して被害を及ぼす

(3)の で、これら托太の集積してある上場等でこのトラップを仕掛ければ被害が軽減できるのでは

ないかと思われる。

以上、今回行った黒ビールを館としたベイトトラップでは松に寄生するオオゾウムシ及びマツアナ

アキゾウムシが多数捕獲されたが、これはこれらの調査地が枯損木の多い松林であったからと思われ

る。同じ松林でも枯損木が無ければ、これとは違った種が捕獲できることも考えられる。松林の昆虫

相を究明するにはこれらの林分での調査も必要であろう。

いずれにせよ、前述した誘引剤及びこのベイトトラッブ調査だけでも多数の昆虫類が確認できたこ

とから、¬般に昆虫相が貧53といわれている松林にもかなりの昆虫が生息しているものと思われる。
180

ギ〕アナアキブラムシ

オオブウムシ

その他

玲
6.9  6.12 ■31  8,18

月 日

(岐阜市 )図- 1 5  時 期 別 捕 獲 数 の 推 移

― マツアガ キレウムシ

Cトーーォォゾゥムシ
X ― そ の 他

↑い浄

捕

獲 4 0

装文
 20

0

6.16   6.24 7.5  ■ 11  ■ 16  ■ 23  8.8

月  日

図-16 時 期 月」捕 獲 数 の 推 移 (高富町 )
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ま    と    め

松林に松くい虫誘引剤と黒ビールを餌としたベイトトラップを仕掛け、これに集る昆虫類を調べた。

その結果、多数の昆虫類が捕獲され、これら薬剤 (松 くい虫誘引剤、黒ビール )の著しい誘引効果が

認められた。また、一般に昆虫相が貧95といわれている松林にも多数の昆虫類が生息していることを

確認した。その主な概要は次のとおりである。

1.松 くい虫誘引剤で捕獲された昆虫類は7目 203種 であつた。このうち鞘翅目が 152種で最も多く、

次いで半翅目の 29種 であった。

2.鞘 翅目ではカミキリムシ科が 43種 で最も多く、次いでゾウムシ科 (ヒゲナガブウムシ、オトシ

ブミ、オサゾウムシ科も含める)の 30種、キクイムシ科の 16種であった。

3.目 別捕獲数は鞘翅目が最 も多く、全浦獲数の98～ 94%で あった。

4, 鞘翅目の科別捕獲数はカミキリムシ科が最も多く、次いでゾウムシ科、キクイムシ科と続き、こ

の3科 だけで全捕獲数の 79%を 占めた。

5.カ ミキリムシ科の中では、クロカミキリ、サビカミキリ、マツノマダラカミキリ、ヒゲナガモモ

ブトカミキリ等松に寄生する種がよく捕獲された。

6.こ のほか注目される種として、岐阜県未記録のケブカヒラタカミキリ、ヤマトテビコバネカミキ

リ、アメイロカミキリや記録の少ないキボシテビカミキリが含まれていた。

7.ゾ ウムシ科の中では、シラホシゾウムシ属、シロヒゲナガゾウムシ、オオブウムシ、クロキボシ

ゾウムシ、マツアナアキゾウムシ等カミキリムシ科同様、松に寄生する種がよく捕獲された。

8.ゾ ウムシ類でも本県未記録のシリジロメナガヒゲナガゾウムシや稀少種のコクロアナアキゾウム

シ等の注目される種が確認された。

9.キ クィムシ科ではトドマツオオキクイムシが圧倒的に多く、全浦獲数の 55%を 占めた。

10.松 くい虫誘引剤で捕獲された昆虫類の中にはスギやヒノキの伐倒丸太を加害するオオブウムシや

各種丸太に激しいピンホール被害を及ぼすキクイムシ類 (ambrosia beetles)が 含まれているの

で、これらの被害がしばしば問題になる上場や貯木場での使用を検討してみる必要があるであろう。

11.ベ イトトラップで捕獲された種のうち、種名の確認されたのは2目 15種 であった。このうち、

鞘翅目が 14種 を占め、誘引剤同様鞘翅目の仲間がよく捕獲された。

12.鞘翅目の中ではブウムシ類が 14種 中 8種 を占め、特によく捕獲された。

13.目別捕獲数は鞘翅目が最も多く、次いで直翅目で、この2目だけで全捕獲数の84～ 94%を 占め

た。

14.ゾ ウムシ科の中では、オオブウムシとマツアナアキゾウムシがよく捕獲され、この2種だけで総

捕獲数の 99%も 占めた。

15。黒ビールを餌としたベイトトラップにオオブウムシやマツアナアキゾウムシが多数捕獲されるこ

とは、新しい知見と思われる。

16.オ オブウムシはスギゃヒノキの伐倒丸太を加害して被害を及ぼすので、これら丸太の集積してあ

る上場等でベイトトラップを使用すれば被害が軽成できるものと思われる。
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